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あらまし：日本語の勉強において、中国人学習者は普遍的に聴解テストに限っては成績が最も低いといわ

れている。そこで、本研究では、東京にある日本語学校の日本語学習者を対象とし、メタ認知ストラテジ

ーに焦点を当てて調査を行った。各々のメタ認知ストラテジーの使用傾向を比較し、その差異を分析する

ことを通して、日本語学習者は聴解学習において、どのような現状があるのかを明らかにした。さらに、

調査結果に基づき、学習者の学習方法の改善及び教師の教育方法を含む日本語聴解授業の在り方を検討し

た。
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1. はじめに
言語学習において、聴き取りは一番大切なところ

だと言われている。しかし、山本(2000)では、日本

語能力試験 N1 の成績から、中国の学習者は他言語

話者の学習者と比べて、語彙・文字・文法・読解の

成績については最も高い成績を上げているにも関わ

らず、聴解テストに限っては成績が最も低いと報告

している。聴解力というのは言語を学ぶ能力に大き

な部分を占めていると言える。学習者の聴解力を上

げるためには、まず学習者が「どのように聴いてい

るか」という「過程」を明らかにすることが不可欠

である。これまでの聴解に関しての研究では、学習

者の聴解ストラテジーに注目していた。その中で、

メタ認知ストラテジーが最も上位を占めているとい

うことが明らかになった ( 尹 ,2000) 。また、

0’Malley(1989)によると、効果的な聴解過程の特徴と

してメタ認知ストラテジーを多く用い、特に「モニ

ター」の使用が多いということも示された。だが、

聴解学習で具体的にどのようなメタ認知ストラテジ

ーを多めに使っているか、それと聴解力の関係はま

だ解明できていない。

2. 研究の目的と意義
本研究では、性別、日本語能力、聴解レベル、出

身地などの要因によって、学習者のメタ認知ストラ

テジーにどのような影響を与えるのかについて分析

し、よりよい聴解学習の在り方について考えたい。

以上の考えに基づき、本研究では主に以下の 2 点に

ついて明らかにすることを目的とする。

1、聴解の学習で日本語学習者がどのようなメタ認

知ストラテジーを高頻度に使用しているのか。それ

と聴解力に関係があるのか。

2、出身地、日本語能力、聴解レベル、性別などの

要因によってメタ認知ストラテジーがどのように違

ってくるのか、何がその原因となり得るのか。

 本研究の意義としては、研究の実施により、聴解

学習で中国人学習者のメタ認知ストラテジーの使用

を把握することと学習者自身も多くのメタ認知スト

ラテジーを使用できるようになることを期待してい

る。聴解の点数を上げるだけでなく、言語学習の面

にもいろいろなメタ認知ストラテジーを使って、日

本語教育の充実に役立つかということについて、有

益な示唆も得られると考えられる。

3. 日本語聴解学習におけるメタ認知ストラテ

ジーに関しての調査

3.1 調査対象 
T 学院（日本語学校）の日本語学習者（96 名）を

調査対象にした。研究対象の基本情報は以下の表の

通りである。
表 1 研究対象の性別・平均年齢・日本語レベル一覧 

人数（女性／男性） 96 名（26／70） 
平均年齢（歳） 21 歳 1 ヶ月 
日本語レベル 上級 18 名、中級 54 名、初級 24 名 
（注：日本語レベルは日本語能力試験によって分ける。上

級は N1、中級は N2 と N3、初級は N4 と N5 に相当する。） 
3.2 調査方法と分析方法 
調査は、2022 年 11 月中旬から 11 月末までに行っ

た。質問項目（表 2 の S1~S16）は日本語で書かれて

いるが、中国語の翻訳もついている。調査票は授業

内で配分し、各質問項目を、5 段階（5 点：とても当

てはまる～１点：全く当てはまらない）で評定して

もらい、約 10 分後に回収した。データを収集し、

spasspro でｔ検定と分散分析を行った。 
3.3 結果 
表２に、メタ認知ストラテジーの項目とその平均

得点を示した。学習者全員の分析結果から、学習者

の特徴としては、聴解活動における情報の理解を深

めたり修正するために、問題箇所の予測・推測に際

して「キーワード」、「文脈」を用いている（S2, S5）。 
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表 2 メタ認知ストラテジーの項目と平均点 
メタ認知的モニタリング    S1~S8 （3.10） n=96 
S1.「最初に情景を述べる話に注意して聞いて、これから

どんな会話があるかのを想像する」 
3.16 

S2.「分からないところは前後の繋がりから推測する」 3.28 
S3.「定義や長い説明などを自分で省略できれば、もっと

簡単でわかりやすくノートを書ける」 
2.94 

S4.「“このように”とか“いったい”というような大事な

文の最初の言葉に気を付ける」 
3.05 

S5.「キーワードや定義を説明する前後の言葉（メタ言語）

に注意して聞く」 
3.21 

S6.「全体の意味や流れに注意して聞く」 2.95 
S7.「シャドーイングの練習で、自分の使った日本語が間

違った時、二度とまちがわないように努力して勉強する」 
3.14 

S8.「聴解テストの結果や先生からのフィードバックをも

らったら、その原因を分析して、今後の対策を練る」 
3.04 

メタ認知的コントロール  S9~S16  （2.90）  
S9.「わからない言葉があってもできるだけ書いて、後で

調べようと意識している」 
3.20 

S10.「聴解力を高めるための目標を立てて、それに向けて

がんばる」 
3.05 

S11.「日本の歌をきく、日本の映画やドラマのビデオをみ

るようにする」 
3.48 

S12.「日本人と話す機会を見つけようとする」 3.07 
S13.「クラスメートと日本語で会話するようにする」 2.35 
S14.聴解授業前自分なりに、がんばろうと思う目標をもっ

て授業に望む 
2.69 

S15.聴解授業前予習や授業の準備をしておく 2.30 
S16.聴解成績を高めるため、効果的な勉強法や良い教材な

どについて自分から積極的に情報を収集する  
3.02 

また、細部まで聞き取ろう(S9)、聞き取れた内容

を確認しようという意識が強い一面も見られた。し

かし、授業外で自立して聴解能力を磨くために目標

や計画を立て、自発的に学習する意識がそれほど高

くないという一面も見られる(S15)。 
出身地、日本語能力、聴解レベル、性別などの要

因によってメタ認知ストラテジーがどのように違っ

てくるのかを考察したところ、①出身地と関連性が

低いことが示された。②日本語能力レベルはストラ

テジーに影響をされない。③聴解レベルが高いほど

メタ認知ストラテジーが多く使用している傾向にあ

る（表３）。 
表 3:聴解能力別の平均値と分析結果 

变量 聴解 
レベル n 平均値 標準偏

差 F P 

メタ認知ストラ

テジー（全項目

の合計点） 

苦手 48 45.083 8.341 
9.142 0.000*** 普通 39 49.564 6.793 

得意 9 56 7.632 
 合計 96 47.927 8.315   

注：*p<0.1, **p<.05, ***p<.01。 

④女性より男性の方がメタ認知ストラテジーの

モニタリングをよく使っている（表４）。全体的

にメタ認知ストラテジーの使用は性別と関連性

が低いなどが示された。一般に、女性の方が、男

性よりも、より高い頻度でメタ認知ストラテジー

を使用することがあるので（伊東、1993）、本研

究において、先行研究と逆の傾向が見られた。そ

の理由として、対象者の中で、聴解能力「得意」

を答えた学習者 9 人の中で、8 人は男性だった。

これは結果に影響を及ぼした可能性がある。 

表 4 男女別の平均値と分散分析の結果 

 
3.4 考察 
出身地による差が見られなかった理由として、①出

身地は北部、南部に分けて、同じ地域でも方言の違

いがあるのを見過ごした。このことが結果に影響を

及ぼしたかもしれません。②日本語能力の方が聴解

能力以外にも言語知識、読解能力など様々の要因が

影響していると考えられるので、日本語能力レベル

の要因によって違いが見られなかった。③聴解レベ

ルに合わせて、音声情報の処理する能力が上がり、

メタ認知ストラテジーの使用意識が強くなる。④男

性がメタ認知のコントロールを上手く使用している。

それは、女性と比べて、男性の方が冷静で感情をコ

ントロールする、改善に向けて行動を変え工夫する

ことも言われるので、これが原因として考えられる。 
 
4. まとめ 
 以上の結果から、今後の日本語教育に役立つ知見

として、次の点が挙げられる。教師の教授方略が学

習者のメタ認知ストラテジーを多く使うことを促す。

例えば、授業中でも面白い日本語動画を流したり、

学習者にロールプレイさせたり、日本語の興味を持

たせるような活動を多く行う。また、授業外の予習、

復習がとても大切だと何回でも強調する。目標設定

や計画の達成度について確認する方策を実施するこ

とも授業でやっていくのも良いと思われている。ま

た、聴解レベル上位者は多様なメタ認知ストラテジ

ーを使用している。教師は学習者に対して、多様な

学習ストラテジーの使用を促し、学習ストラテジー

をよりよい方向に変容するように導くことが求めら

れる。 
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